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主なお知らせ主なお知らせ

長泉町まち・ひと・しごと創生
　総合戦略を策定しました　　　　　　２～３
平成28年度当初予算　　　　　　　　　４～７
「ごみ」のゆくえ、知っていますか？　 ８～11

4.12 0 1 6N o . 1 2 6 4
　３月18日㈮に町内の小・中学校で卒業式が行われました。長泉小学校では、小学校
入学から卒業までの思い出と、未来への希望の思いを、卒業生全員が順番に語る「卒
業の喜び」が披露されました。

未来への希望を抱き「卒業式」
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町
で
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に
基
づ
き
、
２
０
６
０
年
ま
で
の
人
口

の
中
長
期
的
展
望
を
定
め
た
「
長
泉
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
将
来
の
目
標
人
口
を

達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
を
示
し
た
「
長
泉
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

～
日
本
一
の
「
笑
顔
が
輝
き
続
け
る
ま
ち
」
を
目
指
す
、

　
住
民
満
足
度
向
上
戦
略
～

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

　
深
刻
な
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

東
京
圏
へ
の
人
口
の
過
度
の
集
中
を
是

正
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ
い
環
境
を

つ
く
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る

日
本
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
の
創
生
に
取
り

組
む
方
針
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・�

ま
ち
…
一
人
一
人
が
夢
や
希
望
を
持

ち
、
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
を
安

心
し
て
営
め
る
地
域
社
会
の
形
成

・�

ひ
と
…
地
域
社
会
を
担
う
個
性
豊
か

で
多
様
な
人
材
の
確
保

・�

し
ご
と
…
地
域
に
お
け
る
魅
力
あ
る

多
様
な
就
業
の
機
会
の
創
出

長
泉
町
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
人
口
を
目
指

し
、
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
・
計
画
的
に
実
施

す
る
た
め
、
２
０
１
９
年
度
ま
で
の
基

本
目
標
お
よ
び
数
値
目
標
を
設
定
し
た

「
長
泉
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
毎
年
、
Ｐ
D
Ｃ
Ａ
（
※
２
）
サ
イ
ク

ル
に
よ
り
、
各
施
策
の
評
価
を
行
い
、

施
策
の
効
率
的
な
実
施
に
向
け
た
継
続

的
な
改
善
、
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

※
２　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
は

　
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
（
立
案
・
計
画
）

　
Ｄ
ｏ
（
実
施
）

　
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
（
検
証
・
評
価
）

　
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
改
善
・
見
直
し
）

　
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の

長
泉
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　
現
在
ま
で
の
人
口
の
推
移
や
人
の
移

動
状
況
、
合
計
特
殊
出
生
率
な
ど
を
分

析
し
、
国
の
将
来
推
計
人
口
を
も
と
に
、

町
独
自
の
条
件
を
加
え
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
町
の
将
来
人
口
を
推

計
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
、

合
計
特
殊
出
生
率
（
※
１
）
２
・
０
７

を
目
指
す
こ
と
と
し
、
２
０
６
０
年
の

人
口
を
４
万
３
０
０
０
人
程
度
維
持
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

※
１　
合
計
特
殊
出
生
率
と
は

　

�

一
人
の
女
性
が
生
涯
で
産
む
子
ど
も

の
人
数
の
平
均
。
現
在
の
町
の
合
計

特
殊
出
生
率
は
１・８
２（
２
０
０
８

年
～
２
０
１
２
年
平
均
）。

目
指
す
姿

　
・�「
住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
み
続

け
た
い
」
と
思
う
住
民
満
足
度

の
向
上

　
・�

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
に
選
ば
れ
続

け
る
、
魅
力
あ
る
ま
ち

43000

44000

45000
(人)

(年)
39000

40000

41000

42000

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

2020年以降
出生率2.07維持を目標

４万2,570人

現状のまま推移した場合
４万685人

合計特殊出生率2.07に高めた場合
人口４万3,000人程度を維持

町の将来推計人口と目標人口

・現状のまま推移した場合
　（国立社会保障・人口問題研究所における推計）
　→2060年…４万685人

・合計特殊出生率2.07に高めた場合
　→2060年…４万3,000人程度
　（目標値）
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第
４
次
長
泉
町
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト

具
体
的
な
施
策
／

①
工
業
・
新
産
業
の
振
興
を
図
る

②
商
業
の
振
興
を
図
る

③
勤
労
者
福
祉
の
充
実
を
図
る

数
値
目
標
／

・
買
い
物
が
し
や
す
い
環
境
に
満
足
し

　
て
い
る
住
民
の
割
合

　
（
73
・
５
％
→
83
％
）

　
…
ほ
か
７
項
目

具
体
的
な
施
策
／

①�

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

中
核
的
地
域
と
し
て
の
機
能
集
積
を

推
進
す
る

②
観
光
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

③�

良
質
な
安
全
性
の
高
い
住
ま
い
づ
く

り
を
促
進
す
る

数
値
目
標
／

・
観
光
交
流
客
数

　
（
２
８
５
千
人
→
３
１
１
千
人
）

　
…
ほ
か
５
項
目

具
体
的
な
施
策
／

①
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
る

②�

働
き
な
が
ら
産
み
育
て
る
た
め
の
支

援
の
充
実
を
図
る

③
小
・
中
学
校
の
教
育
の
充
実
を
図
る

数
値
目
標
／

・
放
課
後
児
童
会
整
備
数

　
（
６
カ
所
→
９
カ
所
）

　
…
ほ
か
７
項
目

具
体
的
な
施
策
／

①�

災
害
危
機
管
理
体
制
の
充
実
、
地
域

防
災
力
の
向
上

②
地
域
防
犯
活
動
を
促
進
す
る

③
広
域
連
携
体
制
の
強
化

数
値
目
標
／

・
総
合
防
災
訓
練
の
参
加
者
数

　
（
１
万
１
４
０
０
人
→
１
万
６
３
０
０
人
）

　
…
ほ
か
５
項
目

※�

長
泉
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
平
成
23
年
に
策
定
し
た
総

合
計
画
の
基
本
構
想
（
計
画
期
間
：
平

成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
）
と
、
前
期

基
本
計
画
（
計
画
期
間
：
平
成
23
年
度

～
平
成
27
年
度
）
に
基
づ
き
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
の
策
定
か
ら
５
年
が
経
ち
、

後
半
の
５
年
間
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
評
価
を
行
い
、

町
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
な
ど

を
踏
ま
え
、
新
し
い
時
代
を
展
望
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

進
め
る
た
め
、
後
期
基
本
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

「
教
育
支
援
」
を
重
点
項
目
に

　
後
期
基
本
計
画
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
平
成
32
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
、

こ
れ
か
ら
５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。

　
町
の
将
来
都
市
像
「
自
然
と
都
市
の

共
生　
人
と
ま
ち
の
健
康
創
出　
い
き

い
き
長
泉
」の
実
現
に
向
け
、前
期
基
本

計
画
の
重
点
項
目
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た「
健
康
づ
く
り
」「
環
境
対
策
」「
子

育
て
支
援
」「
高
齢
者
支
援
」
に
加
え
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
を

育
む
た
め
、
新
た
に
「
教
育
支
援
」
を

位
置
づ
け
、５
つ
の
重
点
項
目（
５
Ｋ
）

と
し
、
こ
の
５
Ｋ
を
中
心
に
町
が
集
中

的
、
横
断
的
に
取
り
組
む
事
業
を
「
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
位
置
づ
け

ま
し
た
。

※�

第
４
次
長
泉
町
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。

子育て支援 教育支援

環境対策 高齢者支援

健康づくり

自然と都市の共生
人とまちの健康創出
いきいき長泉

●問い合わせ●　企画財政課　☎989-5504

基
本
目
標
１

　
�

長
泉
町
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用

を
創
出
す
る

基
本
目
標
３

　

�

長
泉
町
の
若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

基
本
目
標
４

　

�

時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、

地
域
と
地
域
を
連
携
す
る

基
本
目
標
２

　

�

長
泉
町
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を

つ
く
る
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歳入
147億円

町税※１

94億9,700万円
（64.6％）

町税※１

94億9,700万円
（64.6％）

諸収入
７億6,358万２千円（5.2％）
諸収入
７億6,358万２千円（5.2％）

繰入金
３億5,757万６千円（2.4％）
繰入金
３億5,757万６千円（2.4％）

分担金及び負担金
２億376万７千円（1.4％）
分担金及び負担金
２億376万７千円（1.4％）

繰越金
３億円（2.1％）
繰越金
３億円（2.1％）

使用料及び手数料
１億9,632万６千円
（1.3％）

使用料及び手数料
１億9,632万６千円
（1.3％）

その他
2,505万６千円（0.2％）
その他
2,505万６千円（0.2％）

国庫支出金
13億185万５千円（8.8％）
国庫支出金
13億185万５千円（8.8％）

地方消費税交付金※２

７億8,000万円（5.3％）
地方消費税交付金※２

７億8,000万円（5.3％）

県支出金
８億3,383万８千円（5.7％）
県支出金
８億3,383万８千円（5.7％）

町債
１億4,500万円（1.0％）
町債
１億4,500万円（1.0％）
地方譲与税
9,000万円（0.6％）
地方譲与税
9,000万円（0.6％）
その他
２億600万円（1.4％）
その他
２億600万円（1.4％）

自主財源77.2％ 依存財源22.8％
県東部11市９町の自主財源平均53.3%
県東部11市９町の依存財源平均46.7%

当初予算
（前年度比 6.8％　　　）予算総額　241億9,161万4千円

UP

　グラフの■が町の自主財源（自ら収納できる財
源）で、この割合が高いほど自主性と安定性が高
い行政運営が行えます。■で示す県東部市町の自
主財源の平均が53.3％といった状況の中、町は
77.2％と極めて高く、健全な予算編成が行えてい
ます。
　なお、主な項目の増減理由は下記のとおりです。
□�町税…町民税の増（個人・法人ともに増）、軽
自動車税や都市計画税の増などにより前年度に
比べ3.9％増の94億9,700万円を見込みました。
□�国庫支出金…社会福祉法人が新たに民間保育所
整備を行うことに伴う増などにより2.7％増の
13億185万５千円を見込みました。
□�繰入金…基金などの繰入金は、19.9％増の３億
5,757万６千円を見込みました。
□�町債…健全性を維持するために、道路整備など
に充てる借り入れは全体構成比の１％である
１億4,500万円に抑えました。

歳入予算の概要 自主財源の割合が高く、健全な予算編成

※１　町税のうち、都市計画税は街路や下水道の整備に充てられます。
※２　消費税率引き上げによる増収分は、国民健康保険費や障害者福祉費、児童運営費などに充てられます。

区　分 平成28年度 平成27年度 伸び率
一般会計 147億円 136億6,000万円 7.6％
特別会計

国民健康保険事業 40億5,300万円 40億300万円 1.2％
後期高齢者医療 ６億6,300万円 ６億3,400万円 4.6％
介護保険事業 25億6,600万円 25億3,400万円 1.3％
下水道事業 ９億4,000万円 ９億3,600万円 0.4％
土地取得事業 52万２千円 51万４千円 1.6％

企業会計
水道事業 12億6,909万２千円 ８億7,520万９千円 45.0％

合計 241億9,161万４千円 226億4,272万３千円 6.8％

■歳入
　町税は増額を見込み、自主財源比率は前年度当初より0.4ポイント減の77.2％となりましたが、依然とし
て高い健全性を維持しています。
■歳出
　第４次長泉町総合計画の後期基本計画の初年度であり、「長泉町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の実
現を目指す予算としました。

　一般会計予算額は前年度当初比7.6％増の147億円で、特別会計と企業会計を合わせた予
算総額は241億9,161万４千円となりました。
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歳出
135億
7,000万円
歳出
147億円

物件費
35億6,600万５千円
（24.3％）

物件費
35億6,600万５千円
（24.3％）

普通建設事業費
29億4,392万６千円
（20.0％）

普通建設事業費
29億4,392万６千円
（20.0％）

扶助費
24億5,685万８千円（16.7％）
扶助費
24億5,685万８千円（16.7％）

人件費
21億1,826万５千円
（14.4％）

人件費
21億1,826万５千円
（14.4％）

繰出金
14億3,217万８千円
（9.7％）

繰出金
14億3,217万８千円
（9.7％）

補助費等
13億7,920万８千円
（9.4％）

補助費等
13億7,920万８千円
（9.4％）

公債費
４億5,700万円（3.1％）
公債費
４億5,700万円（3.1％）

維持補修費
２億2,370万７千円（1.5％）
維持補修費
２億2,370万７千円（1.5％）

積立金
8,281万３千円（0.6％）
積立金
8,281万３千円（0.6％）

その他
4,004万円（0.3％）
その他
4,004万円（0.3％）

※�１人あたりの予算額は、一般会計の当初予算額、貯金は平成27年度末の町の基金、借金は平成27年度末の地方債残高を
それぞれ平成28年３月１日現在の人口42,795人で割ったものです。

町民一人あたりの予算額は34万3,498円
貯金：17万1,419円 借金：８万3,589円

民生費：10万9,281円
児童や高齢者、障が
い者などの福祉

（予算額46億7,666万８千円）

衛生費：４万9,615円
健康診査や予防接種、
ごみ処理

（予算額21億2,325万８千円）

教育費：５万3,018円
学校教育や生涯学習、
スポーツ振興

（予算額22億6,890万２千円）

土木費：４万4,345円
道路や河川、公園の
整備など

（予算額18億9,775万６千円）

労働費：564円
労働者の支援や勤労
者福祉事業

（予算額2,415万５千円）

農林水産業費：2,578円
農林業や畜産の振興、
農業委員会運営

（予算額１億1,033万７千円）

議会費：3,028円
町議会の運営や町議
会議員の報酬

（予算額１億2,959万円）

その他：3,933円
災害復旧や諸支出金、
予備費

（予算額１億6,832万４千円）

消防費：２万2,374円
消火・救急活動、消
防団の活動費

（予算額９億5,749万４千円）

総務費：３万7,958円
行政の運営、戸籍や
徴税、選挙

（予算額16億2,440万１千円）

100
00 公債費：１万679円
町が借り入れたお金
の返済

（予算額４億5,700万円） （予算額２億6,211万５千円）

商工費：6,125円
商工業や観光の
振興・発展

町民１人あたりの予算額（内訳）

平成28年度

　主な項目の増額理由は下記のとおりです。
□�物件費…ルミナスストリート整備事業の実施や障害
者福祉事務支援システムの導入などにより3.4％増
の35億6,600万５千円を見込みました。
□�普通建設事業費…民間保育所の新設に対する補助金
やおおいちょう通りの改良工事などにより4.6％増
の29億4,392万６千円を見込みました。
□�扶助費…自立支援介護訓練給付事業など社会保障経
費の増により2.8％増の24億5,685万８千円を見込み
ました。

歳出予算の概要（性質別） 物件費の割合が最も高く、次いで普通建設事業費、扶助費

歳出予算の概要（目的別）

―増額―
□�民生費…福祉会館周辺整備やこども交流センター
（仮称）整備などにより8.7％増の46億7,666万８
千円を見込みました。
□�衛生費…今年度から無料化して実施するがん検診
事業のほか、まちなか健康交流事業の実施などに
より14.6％増の21億2,325万８千円を見込みました。

□�土木費…中土狩第二広場の整備や橋梁の長寿命
化を図るための修繕などにより6.2％増の18億
9,775万６千円を見込みました。

―減額―
□�教育費…南部スポーツ広場の用地取得が完了し
たことなどにより9.7％減の22億6,890万２千円
を見込みました。

　主な項目の増減理由は下記のとおりです。
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産業が力強く育つ活力あるまち（産業経済分野）
■出産や育児、介護などを理由に離職した人が再就職するまでのスキル維持
　できる仕組みづくりに（200万円）
■勤労者の住宅・教育資金の借入に対する利子補給に（190万円）
■伊豆半島ジオパーク長泉ビジターセンターの運営に（150万円）

パートナーシップが確立し良質なサービスが効率的に�
提供されるまち（行財政分野）
■団体などが行う協働によるまちづくりの推進に対する支援に（50万円）
■町が保有する地図情報などのホームページへの掲載に（220万円）
■10月からの住民票などのコンビニ交付サービスの開始に（4,300万円）

創生総合戦略の主な取り組み
基本目標３　長泉町の若い世代の結婚・出産・子育ての�
　　　　　　希望をかなえる
■こども交流センター（仮称）の整備に（6,000万円）
■民間保育所整備の支援に（１億4,500万円）
■北幼稚園の認定こども園化改修に（5,500万円）

後期基本計画の主な取り組み
活発な都市活動を支える便利で調和のとれたまち（都市整備分野）
■中土狩第二広場の整備に（5,500万円）
■橋梁長寿命化計画に基づいた修繕工事を行うほか、橋梁の詳細点検を計画的に実施
　（１億6,200万円）
■公共施設の計画的な修繕に（２億4,300万円）

基本目標４　時代に合った地域をつくり、安心なくらし�
　　　　　　を守るとともに、地域と地域を連携する
■防災センター（仮称）整備のための実施設計（2,400万円）
■ルミナスストリート整備に（防犯灯のLED化）（5,700万円）
■長泉なめり駅西口の駐輪場管理事務所・防犯カメラ整備に（1,000万円）
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●問い合わせ●　企画財政課　☎989-5503

豊かな心と生きがいを育むまち（教育学習分野）
■英語教育のサポート体制を充実させるための英語指導助手（ALT）
　の増員に（1,200万円）
■ICTを活用した学習環境の整備に（5,000万円）
■コミュニティながいずみ駅前広場の憩いの空間整備に（2,700万円）

地球環境と安全・快適な生活環境を守るまち（生活環境分野）
■住宅用新・省エネルギーシステム設置費補助金に（2,000万円）
■三島市、裾野市、長泉町で構成する富士山南東消防組合の運営に（４億7,800万円）
■老朽化した道路反射鏡の計画的修繕に（1,500万円）

基本目標１　長泉町における安定した雇用を創出する
■内陸のフロンティアを拓く総合特区推進事業に伴う基盤整備に
　（２億9,800万円）
■工業用地造成のための埋蔵文化財発掘調査に（１億1,200万円）
■新たな企業進出に伴う交通状況の変化に対応する道路の検証に（450万円）

基本目標２　長泉町への新しい人の流れをつくる
■わくわく祭りや桃沢まつり、さくらフェスタの開催に（2,500万円）
■観光交流ポータルサイトの作成に（500万円）
■移住定住のための三世代同居支援に（1,000万円）

ふれあいささえあい健やかに暮らせるまち（健康福祉分野）
■自己負担金を無料化してがん検診事業を実施（１億5,800万円）
■幅広い世代がふれあえる展望テラスの整備に（7,600万円）
■高齢者のタクシー・バス利用助成に（1,300万円）

長泉町まち・ひと・しごと

第４次長泉町総合計画
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資源にならないごみ

資源になるごみ

有害ごみ
（乾電池、蛍光管）
16t（0.14%）

燃やせるごみ
8,495t（73.33%）

資源物
（ビン・缶・紙類など）
1,623t（14.01%）

プラスチック類
（ペットボトルを含む）
989t（8.53%）

埋立ごみ
462t（3.99%）

「ごみ」のゆくえ、
知っていますか？

　
町
で
は
、
ど
の
程
度
の
量
の
ご
み
が

排
出
さ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

平
成
26
年
度
の
１
年
間
の
ご
み
排
出
量

は
、合
計
で
１
万
１
５
８
５
ト
ン
で
す
。

町
民
１
人
あ
た
り
で
は
、
１
日
７
４
７

グ
ラ
ム
の
ご
み
を
排
出
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
近
年
、
ご
み
の
排
出
量
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
ご
み
を
分

別
す
る
こ
と
の
大
切
さ
と
引
き
続
き
ご

み
を
減
ら
し
て
い
く
た
め
に
で
き
る
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

分
別
で
ご
み
を
「
資
源
」
に

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
に
ご
み
を
種
類
ご

と
に
分
別
し
て
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ご
み
の
中
で
も
、
焼
却
処
理
さ
れ

る
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
や
埋
立
処
理
さ

れ
る
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
は
、
二
度

と
使
わ
れ
な
い
「
資
源
に
な
ら
な
い
ご

み
」で
す
が
、そ
の
ほ
か
の
ご
み
は
、リ

サ
イ
ク
ル
（
再
生
）
や
リ
ユ
ー
ス
（
再

使
用
）
が
可
能
で
あ
り
、
資
源
と
し
て

活
用
し
た
り
、
燃
料
と
し
て
使
用
し
た

り
と
、
ま
だ
活
躍
の
場
が
残
さ
れ
て
い

る
「
資
源
に
な
る
ご
み
」
で
す
。

　
平
成
26
年
度
に
町
で
排
出
さ
れ
た
ご

み
の
う
ち
、約
４
分
の
１
は
、資
源
や
燃

料
と
し
て
活
用
で
き
る
「
資
源
に
な
る

ご
み
」
で
す
。
皆
さ
ん
に
正
し
く
分
別

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
こ
の
資
源
を
有

効
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
焼
却
場
や
埋
立
場
の
延
命
も
期
待

で
き
ま
す
。
今
後
も
、
ご
み
の
分
別
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ごみ排出量（１年間）の推移グラフ１

平成26年度のごみ排出量（種類別）グラフ２

12000
12200
12400
12600
（ｔ）

11000
11200
11400
11600
11800

H26年度

11,585

H25年度

11,690

H24年度

11,889

H23年度

11,946

H22年度

11,779

H21年度

12,374
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埋立処理

破砕機で細かくした後、埋め立て
ます。埋立場の地下には遮水シー
トが埋め込まれており、有害物質
を漏出させないしくみになってい
ます。平成26年３月末の時点で、
32.4%が埋まっています。

焼却灰は、薬剤で処理された後、
一般廃棄物最終処分場（埋立場）
に埋め立てられます。

灰は埋立場へ

焼却処理
ピットに集めたごみ
をクレーンでかき混
ぜて、ごみ質を均一
化します。ごみが燃
えやすくなり、効率
的に焼却することが
できます。

破砕機で細かくした後、可燃物と
不燃物、鉄類に分けられます。

破砕処理

可燃物は焼却され、不燃物は埋め立
てられます。金属は資源物としてリ
サイクル業者に引き取られます。

分類ごとに処理

資源にならないごみのゆくえ

資源になるごみのゆくえ

▲運搬しやすいようサイコロ状に
　梱包したプラスチック製容器包装

ポリ袋、トレイなどの「容器包装」
は、製鉄会社などで燃料として再
利用されます。ポリバケツなどの
「そのほかのプラスチック」は、
公園のベンチなどのプラスチック
製品に生まれ変わります。

リサイクル

リサイクル業者により、プラスチッ
ク製品や作業着などの繊維製品に
リサイクルされます。

リサイクル

布類（服やバックなど）や一部のびん
はリユース（再使用）でき、古着
などとして使用されます。再使用
できないびんや金属類、古紙類は
リサイクル（再生利用）されます。

リユース・リサイクル
小型家電は、リサイクル業者によ
りプラスチックや金属類に分解さ
れ、それぞれリサイクルされます。
また、空き缶や鍋などの金属類は、
金属製品の原料になります。

リサイクル

有害ごみ専門のリサイクル業者に
より、マンガンや鉄などの金属な
どにリサイクルされます。

リサイクル

燃やせるごみ
生ごみ、落ち葉、
紙おむつなど

埋立ごみ
アルミ箔、CD、靴、
ガラス製品など

破砕ごみ
マットレス、
ベッド、タンスなど

資源物
衣服、バック、
びん、古紙など

小型家電・金属類
電話機、炊飯器、
空き缶、鍋など

ペットボトル 有害ごみ
アルカリ乾電池、
蛍光管 35

37

42

プラスチック類
ポリ袋、トレイ、
ポリバケツなど
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ご
み
減
量
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
が
取
り
組
め
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
リ
ユ
ー
ス

・�

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
活
用

　

�

自
分
で
は
不
要
に
な
っ
た
も
の
で
も
、

必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

左
記
で
紹
介
し
て
い
る
「
不
用
品
活

用
バ
ン
ク
」
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
リ
サ
イ
ク
ル

・�
正
し
い
分
別
に
ご
協
力
を

　

�

再
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
ご

み
」
は
、
正
し
く
分
別
し
て
、
有
効

に
再
生
利
用
で
き
る
よ
う
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

不
用
品
活
用
バ
ン
ク�

　
い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
を
登
録
し
、

必
要
な
人
に
ゆ
ず
っ
て
再
利
用
し
て
も

ら
う
「
不
用
品
活
用
バ
ン
ク
」
と
い
う

制
度
が
あ
り
ま
す
。
登
録
は
電
話
で
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
も

の
を
登
録
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

登
録
期
間
／
２
カ
月

※�

登
録
状
況
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す
。

問　
く
ら
し
環
境
課　
☎
989

-

５
５
１
４

ご
み
の
減
量
に
ト
ラ
イ
！

生
ご
み
は
水
を
切
っ
て
排
出�

　
生
ご
み
の
約
80
％
は
水
分
で
す
が
、

水
分
が
多
い
ほ
ど
、
焼
却
効
率
が
悪
く
、

ご
み
を
燃
や
す
の
に
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
生
ご
み
を
捨
て
る
際
は
、
し
ぼ
っ
た

り
、
水
切
り
ネ
ッ
ト
で
水
分
を
と
っ
て

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ご
み
減
量

に
つ
な
が
り
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機
補
助
金
制
度�

　
町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
と
資
源
化

の
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
や
生
ご
み
堆

肥
化
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
の
購
入
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
ご
み
処
理
機
な
ど
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
臭
い
が
出
る
、
虫
が
わ
く
な
ど

の
悩
み
も
解
消
で
き
ま
す
。

　
制
度
を
活
用
し
て
、
生
ご
み
を
有
効

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

対　
象
／

　

�

町
内
在
住
の
方
ま
た
は
町
内
に
事
業

所
を
有
す
る
方

補
助
額
／
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

※
次
の
と
お
り
上
限
が
あ
り
ま
す
。

□
生
ご
み
処
理
機
（
機
械
式
）

　
３
万
円
ま
で

　

�（
１
世
帯
ま
た
は
１
事
業
所
に
つ
き

１
基
ま
で
で
、６
年
間
使
用
す
る
こ
と
）

※�

排
水
機
能
の
あ
る
も
の
は
、
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

□
生
ご
み
堆
肥
化
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

　
４
千
円
ま
で

　

�（
１
世
帯
ま
た
は
１
事
業
所
に
つ
き

２
基
ま
で
で
、３
年
間
使
用
す
る
こ
と
）

申
請
場
所
／

　
焼
却
場
、
く
ら
し
環
境
課

３
Ｒ
へ
の
取
り
組
み�

・
Ｒリ

デ

ュ

ー

ス

ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
減
ら
す
）

・
Ｒリ

ユ

ー

ス

ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
再
使
用
）

・
Ｒリ

サ

イ

ク

ル

ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
再
生
利
用
）

　
こ
の
３
つ
の
言
葉
の
頭
文
字
を
と
っ

て「
３
Ｒ
」と
い
い
ま
す
。
３
つ
と
も
、

循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
大
切

な
取
り
組
み
で
す
。

　
特
に
、
ご
み
を
減
ら
す
「
リ
デ
ュ
ー

ス
」が
最
も
重
要
と
さ
れ
、「
リ
ユ
ー
ス
」、

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
順
に
大
切
な
取
り

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
リ
デ
ュ
ー
ス

・�

マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
用
す
る

　

�

買
い
物
の
際
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

参
し
、レ
ジ
袋
を
節
約
し
ま
し
ょ
う
。

・�

マ
イ
ボ
ト
ル
を
使
用
す
る

　

�

外
出
な
ど
の
際
は
、
マ
イ
ボ
ト
ル
に

飲
み
物
を
入
れ
て
持
っ
て
い
き
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
飲
料
や
缶
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

の
購
入
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

・�

計
画
的
に
買
い
物
を
す
る

　

�

買
い
物
に
行
く
際
、
必
要
な
も
の
を

メ
モ
し
て
い
く
な
ど
し
て
、
余
計
な

も
の
を
買
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

ご
み
の
資
源
化
に
ご
協
力
を�

　
平
成
26
年
度
に
出
さ
れ
た
「
燃
や
せ

る
ご
み
」の
う
ち
約
56
％
が
紙
・
布
類
、

約
18
％
が
生
ご
み
で
す
。
こ
の
２
つ
の

ご
み
を
で
き
る
だ
け
資
源
化
す
る
こ
と

が
、
ご
み
の
減
量
に
効
果
的
で
す
。

燃やせるごみの
内訳（平成26年度）

グラフ３

紙・布類
（56%）生ごみ

（18%）

そのほか
（26%）
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▶
雑
紙
専
用
ボ
ッ
ク
ス

「雑紙」ではない紙類の例 「雑紙」として出せる紙類の例

●問い合わせ●　焼却場　☎986-8393　くらし環境課　☎989-5514

※�そのほか、アルミ箔などを貼り合わせた複合素材
の紙などは雑紙ではありません。

※�詳細は「ごみの出し方便利帳第４版（11・25・26
ページ）」をご覧ください。

封筒感熱紙
（レシートなど）

紙袋油のついた紙 紙箱・お菓子箱金・銀などの
金属箔押し紙

ラップやレトルト
食品などの外箱

ティッシュ外箱
（ビニールははずす）

包装紙

カレンダー
（金具ははずす）

合成紙
（防水加工ポスター、

地図など）

コピー用紙パンフレット

トイレット
ペーパーの芯

圧着ハガキ 紙コップ・紙皿写真用紙
（マット紙は雑紙）

ノート宅配便の
複写伝票など

雑ざ
つ

紙が
み

の
リ
サ
イ
ク
ル�

　
新
聞
、
雑
誌
・
本
、
段
ボ
ー
ル
、
紙

パ
ッ
ク
の
い
ず
れ
の
区
分
に
も
入
ら
な

い
紙
を
「
雑
紙
」
と
い
い
ま
す
。
封
筒

や
包
装
紙
、紙
袋
な
ど
の
紙
全
般
で
す
。

　
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
紙
類
の

う
ち
、「
雑
紙
」
を
焼
却
せ
ず
に
資
源

化
す
る
こ
と
で
、
焼
却
量
が
大
幅
に
抑

制
さ
れ
、
焼
却
経
費
の
削
減
や
焼
却
施

設
の
延
命
化
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
雑
紙
は
燃
や
せ
る
ご
み
の
日
で
は
な

く
、「
資
源
物
」
の
日
に
出
す
よ
う
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

雑
紙
の
出
し
方

　
雑
紙
は
、
紙
ひ
も
で
縛
っ
た
り
、
紙

袋
に
ま
と
め
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ま
と
め
に
く
い
小
さ
な
紙
は
、

雑
紙
専
用
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
資
源
物
の
収
集
日
に
、ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を

ご
存
知
で
す
か

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
は
、
安
全
に

食
べ
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
捨
て

ら
れ
て
し
ま
う
食
品
を
、
行
政
や

社
会
福
祉
協
議
会
、
生
活
困
窮
者

支
援
団
体
を
通
じ
て
、
食
の
支
援

を
望
む
方
や
福
祉
施
設
に
提
供
す

る
活
動
で
す
。

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
活
動
は
、
生

活
困
窮
者
の
支
援
に
つ
な
が
る
だ

け
で
な
く
、
食
品
の
リ
デ
ュ
ー
ス

と
し
て
も
効
果
的
な
活
動
で
す
。

■
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

フ
ー
ド
バ
ン
ク

ふ
じ
の
く
に

（
静
岡
市
）で

は
、
個
人
の
方

か
ら
の
寄
付
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
お
米
や
パ
ス
タ
、缶
詰
、フ
リ
ー

ズ
ド
ラ
イ
食
品
な
ど
、家
庭
に
眠
っ

て
い
る
食
品
が
あ
る
場
合
は
、
ぜ

ひ
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

賞
味
期
限
が
１
カ
月
以
上
残
っ

て
い
る
も
の
で
未
開
封
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に

　
☎
054

-

248

-

６
１
７
７
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長泉柔道会
練習日／毎週月・水・金曜日19：00～21：00
練習場／長泉中体育館・柔道場（水曜日）
　町民体育館・柔道場（月・金曜日）
対　象／小・中学生の男・女
会　費／月額2,000円、入団金1,000円
問　永田正義☎986-7745　岩崎由美☎986-0624

ユニサイクルＡｍｉ長泉（一輪車）
練習日／毎週土・日曜日15：00～19：00
練習場／北小体育館ほか
対　象／小学生～高校生の男・女（未就学児も可）
会　費／３カ月2,000円、入団金無料
問　柳田朋亮☎913-0799　前田倫子☎993-7506
　 tomoaki.yanagida@gmail.com
　 https://sites.google.com/site/unicycleami/

つばさバレーボール
練習日／毎週土曜日13：00～17：00
　毎週水曜日19：00～21：00
練習場／長泉小・北小体育館
対　象／小学生の女子
会　費／月額1,500円、入団金2,500円
問　小林正人☎986-9610

長泉ホッケー（グラウンドホッケー）
練習日／毎週火曜日18：30～20：30
練習場／竹原グラウンド
対　象／小・中学生の男・女
会　費／月額1,000円、入団金1,000円
問　加藤和則☎989-0228　携帯☎090-1625-0084

長泉ソフトテニス
練習日／毎週日曜日（第３を除く）
　８：00～10：00（４～11月）９：00～11：00（12～３月）
練習場／中土狩・御嶽堂テニスコート
対　象／小学４～５年生の男・女
会　費／月額1,000円、入団金1,000円
問　杉山靖☎986-5081　稲田康明☎986-0917

Ｇ
ご っ つ

ＯＤＳバレーボール
練習日／毎週月曜日19：00～20：30
　毎週土曜日９：00～16：00
練習場／南小体育館ほか
対　象／小学生の男・女
会　費／月額1,750円、入団金2,500円
問　佐藤功一☎987-2392　携帯☎090-7854-7278

長泉陸上競技
練習日／毎週月・水・金曜日16：30～18：30
　月２回土曜日９：00～正午
練習場／長泉小グラウンドほか
対　象／小学生の男・女
会　費／年額7,000円（保険料含む）
　入団金500円、育成会費5,000円
問　寺嶋由佳☎976-2895　神山節子☎988-3869

長泉ジュニア複合J
ジ ョ イ ナ ス

oinus
（複合種目：ジュニアスポーツ・親子体操・軽運動）
練習日／毎週日曜日13：00～16：00前後
練習場／南小体育館ほか
対　象／３歳程度～23歳未満の男・女
会　費／月額300円（小学生未満）、
　　　　月額500円（小学生）
　　　　中学生以上は無料
　年会費1,000円、入団金2,000円（活動着支給）
問　下山裕之（団専用電話）☎050-3555-4172
　 http://joinus.i-ra.jp/

長泉ミニバスケットボール
練習日／毎週土曜日９：00～13：00
　毎週日曜日９：00～17：00
　毎週木曜日17：00～19：00
練習場／長泉小体育館
対　象／小学生の男・女
会　費／月額2,500円、入団金1,500円
問　（女子）間藤文子☎090-8306-7475
　　（男子）中野あい☎090-9912-9056

長泉バレーボール
練習日／毎週土曜日13：00～17：00（４～11月）
　13：00～16：30（12～３月）
練習場／長泉小体育館
対　象／小学３年生以上の女子
会　費／月額1,000円、入団金2,000円
問　吉川静也☎987-3324

長泉剣道
練習日／毎週水・金曜日19：00～21：00
練習場／町民体育館・１階剣道場
対　象／小・中学生の男・女
会　費／月額1,000円、入団金1,500円（防具貸出有り）
問　正垣大介☎090-5587-9582

〈順不同・代表者敬称略〉
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いずれの少年団も１日体験入団を年間を通して行っています。
加入の申し込みは各少年団に直接お問い合わせください。

スポーツ少年団団員募集

長泉リトルヤンキース（軟式野球）
練習日／月3回土曜日9：00～13：00
　または13：00～17：00
　日曜日、祝日　9：00～17：00
練習場／長泉中央グラウンドほか
対　象／年中幼児～小学生の男・女
会　費／月額1,500円（年中～３年生）、
　月額2,000円（４～６年生）� （保険料を含む）
　入団金無料（ユニフォーム貸与）
問　岡田哲也☎080-6952-0373

長泉南サッカー
練習日／毎週火・木曜日17：30～19：30
　毎週土曜日13：00～17：00
練習場／南小グラウンドほか
対　象／５歳～小学生の男・女
会　費／月額1,000円（未就学児）、2,000円（小学生）、
　入団金2,000円（未就学児は無料）
問　佐藤利弘☎090-9197-9760

長泉ブルースターズ（軟式野球）
練習日／毎週土曜日８：00～13：00
　毎週日曜日、祝日は主に試合
練習場／南小グラウンドほか
対　象／小学生の男・女
会　費／月額1,000円、入団金無料
　父母会費月額1,000円
問　中村薫☎987-2093　携帯☎090-1419-1951

長泉空手道（和道流）
練習日／毎週火曜日19：00～21：00
練習場／町民体育館・１階卓球場
対　象／小学生の男・女
会　費／月額2,000円、入団金1,000円
問　下山正美☎090-2133-9519

長泉水泳
練習日／月３回日曜日８：15～９：15
練習場／温水プール
対　象／小学生の男・女
会　費／年額16,000円、入団金1,000円
問　渡邉智美☎090-5861-0624（平日14：30以降）

長泉北ファイターズソフトボール
練習日／毎週土曜日８：00～正午
　日曜日、祝日８：00～正午
練習場／北部スポーツ広場
対　象／小学生の男・女
会　費／月額1,500円、入団金1,000円
問　山田良洋☎987-6359

長泉ジュニアベースボールクラブ（軟式野球）
練習日／毎週土曜日９：00～17：00
　（低学年は９：00～13：00）
　毎週日曜日、祝日は主に試合
練習場／桃沢、長泉中央グラウンドほか
対　象／小学生の男・女
会　費／月額2,000円（１～４年生）、2,500円（５～６年生）、
　入団金2,000円� （保険料を含む）
問　田中真司☎988-1636
　団専用電話☎090-7439-6593

長泉アミーゴス（サッカー・フットサル）
練習日／毎週土・日曜日、祝日９：00～17：00
練習場／長泉小、北小、竹原・中央グラウンド、
　ミニ運動場
対　象／幼稚園年中～小学生の男・女
会　費／月額2,000円（幼稚園年中・年長）、
　3,000円（１、２年生）、4,000円（３、４年生）、
　5,000円（５、６年生）、入団金3,000円
問　八田正則☎090-9663-5707

長泉新体操クラブ
練習日／毎週日曜日午前中
練習場／南小体育館
対　象／小・中学生の女子
会　費／月額2,000～3,000円、入団金無料
問　金子朱美☎090-8473-8702
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情報ステーション プラス

75歳以上の高齢者の方へ
タクシー・バス利用助成券を交付します

　平成28年度から、75歳以上の高齢者を対象とした新たな外出支援事業として、町と契約したタクシー・
バス会社で使用できる利用券の交付を開始します。５月９日㈪から受け付けを開始しますので、申請をお願
いします。

【申請方法】
　期間により受付場所が異なりますので、ご注意ください。
受付期間／
　・５月９日㈪～６月８日㈬
　　受付時間：午前９時～11時30分、午後１時～４時）
　　受付場所：役場本館・２階ラウンジ
　　※５月24日㈫午後１時30分～４時は南部地区センター・１階会議室でも受け付けます。
　・６月９日㈭～
　　受付場所：長寿介護課窓口
持ち物／本人確認書類（後期高齢者医療被保険者証など）、認め印
※同居家族以外の代理人の申請の場合は委任状が必要です。

対　象／町内在住で、４月１日時点で町に住民登録がある75歳以上の方
　（平成28年度の対象者は、昭和16年４月１日以前に生まれた方）
※�特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、地域密着型グループホームに入所している方、または病院・診
療所に入院している方は対象外です。
配布数／100円券×50枚（5,000円分）
有効期間／申請した年度の３月31日まで
※年度途中に申請しても5,000円分の利用券は交付されます。
使用方法／
①タクシー・バス降車の際、後期高齢者医療被保険者証など
　本人確認できる書類を提示し、利用券を渡す。
②利用料金から助成額を引いた金額を支払う。
※１回の乗車に対し、枚数の制限はありません。
※おつりは出ません。

高齢者運転免許証自主返納支援事業の支援期間を見直しました
　運転免許証を自主返納した65歳以上の方に、タクシー料金が１割引きとなる利用券を配布しています。
４月から、この利用券の有効期間を延長します。
対　象／運転免許証を自主的に返納した65歳以上の方
有効期間（変更前）／交付を受けた年度に加え、３年間
　　　　　　　　　　（例：平成27年10月１日に申請した場合は平成31年３月31日まで）
有効期間（変更後）／上記の有効期間内に75歳未満の方は、75歳を迎える年度の３月31日まで
※すでに利用券をお持ちの方で、有効期間が延長される方には、手続きに関するお知らせを送付します。

問　長寿介護課　☎989-5537

※平成28年度の利用券の色は藤色です。
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４
月
か
ら
新
た
に
、
３
世
代
で
同
居
す
る
た
め
の
住
宅

の
取
得
・
改
修
工
事
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

４
月
か
ら
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
へ
の

補
助
金
を
増
額
し
ま
す

補
助
対
象
者
／

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①�

住
宅
の
取
得
ま
た
は
改
修
工
事
の
契

約
者
で
あ
る
こ
と

②�

３
世
代
同
居
を
３
年
以
上
継
続
す
る

予
定
で
あ
る
こ
と

③�

１
年
以
上
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

子
世
帯
ま
た
は
親
世
帯
が
い
る
こ
と

④�

③
と
３
世
代
同
居
す
る
子
世
帯
ま
た

は
親
世
帯
が
、
３
世
代
同
居
の
開
始

前
ま
で
、
継
続
し
て
１
年
以
上
町
外

に
住
所
を
有
し
て
い
た
こ
と

⑤�

申
請
時
に
、
子
世
帯
及
び
親
世
帯
が

町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

⑥
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑦�

過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
申
請
を

行
っ
て
い
な
い
こ
と

補
助
金
交
付
の
条
件
／

　

�

補
助
金
の
交
付
決
定
日
か
ら
３
年
以

上
３
世
代
同
居
を
継
続
す
る
こ
と

交
付
対
象
住
宅
／

　

�

子
世
帯
ま
た
は
親
世
帯
の
い
ず
れ
か

の
所
有
者
名
義
で
あ
り
、
平
成
28
年

４
月
１
日
以
降
の
当
初
契
約
に
基
づ

き
、
取
得
ま
た
は
改
修
工
事
を
し
た

住
宅

※�

改
修
工
事
に
関
し
て
は
10
万
円
以
上

の
工
事
を
対
象
と
し
ま
す
。

住
宅
取
得
補
助
対
象
経
費
／

　

�

住
宅
の
取
得
に
か
か
る
売
買
契
約
金

額
ま
た
は
建
築
工
事
請
負
契
約
金
額

改
修
工
事
補
助
対
象
経
費
／

・�

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
部
分
の
増
築
、

改
築
な
ど

・�

屋
根
の
修
繕
な
ど
の
外
装
工
事

・�

畳
の
取
り
換
え
な
ど
の
内
装
工
事

・�

雨
戸
の
取
り
換
え
な
ど
の
建
具
工
事

・�
電
気
な
ど
の
設
備
工
事

・�
キ
ッ
チ
ン
、
風
呂
の
改
修
な
ど
の
給

排
水
工
事

補
助
額
／

　
対
象
と
な
る
経
費
の
２
分
の
１
の
額

※
次
の
と
お
り
上
限
が
あ
り
ま
す
。

・�

住
宅
取
得
補
助
金　
１
０
０
万
円

・�

改
修
工
事
補
助
金　
50
万
円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
建
設
計
画
課　
☎
989

-

５
５
２
０

　
大
規
模
な
地
震
が
起
き
る
と
、
耐
震
性
の
な
い
建
物
の
多
く
が
倒
壊
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。建
物
の
倒
壊
か
ら
身
を
守
る
た
め
、自
宅
の
耐
震
化
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促

進
す
る
た
め
、
耐
震
化
に
か
か
る
費
用

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対　
象
／

　

�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
在
来
軸

組
工
法
で
建
設
さ
れ
た
木
造
住
宅

■
耐
震
化
を
行
う
に
は

①
耐
震
診
断

　
ま
ず
は
、
専
門
家
に
よ
る
無
料
の
耐

震
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
家
屋
の
形

状
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
ご
と
に
評
点

を
付
け
、
総
合
評
点
１
・
０
未
満
と
診

断
さ
れ
た
木
造
住
宅
は
地
震
時
に
倒
壊

の
危
険
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

　
診
断
結
果
に
つ
い
て
専
門
家
が
説
明

し
、
補
強
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

※�
建
設
計
画
課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

②
耐
震
補
強
計
画
作
成

　
無
料
耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、
総

合
評
点
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住

宅
の
補
強
計
画
を
専
門
家
が
作
成
し
ま

す
。

　
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
で
補
強
工
事

に
か
か
る
費
用
の
見
積
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
補
強
工
事
を
行
う
の

か
、
建
て
替
え
を
す
る
の
か
な
ど
、
対

策
の
比
較
検
討
が
で
き
ま
す
。

補
助
額
／
全
額
補
助
（
原
則
）

※�

図
面
の
有
無
、
耐
震
診
断
実
施
の
有

無
に
よ
り
補
助
額
上
限
14
万
４
０
０

０
円
～
26
万
９
０
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

※�

住
宅
の
規
模
な
ど
に
よ
っ
て
は
自
己

負
担
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
耐
震
補
強
工
事

　
耐
震
診
断
で
総
合
評
点
が
１
・
０
未

満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を
、
補
強
計
画

に
基
づ
い
て
工
事
を
行
う
場
合
、
補
助

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

補
助
額
／
上
限
60
万
円（
現
行
50
万
円
）、

　

�

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
、
ま
た
は

身
体
障
が
い
者
な
ど
が
い
る
世
帯
は

上
限
１
０
０
万
円
（
現
行
80
万
円
）

問　
建
設
計
画
課　
☎
989

-

５
５
２
０
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ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
食
育
健
康
セ
ミ
ナ
ー

親
子
の
た
め
の
「
熊
八
流
食
育
の
す
す
め
」
開
催

と　
き
／
６
月
12
日
㈰

と
こ
ろ
／
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ

開　
場
／
午
後
１
時

開　
演
／
午
後
１
時
30
分

講　
師
／
森
野
熊
八
さ
ん

　
（
料
理
人
・
タ
レ
ン
ト
）

定　
員
／
６
０
０
人
（
先
着
順
）

入
場
料
／
無
料
（
全
席
自
由
）

※�

４
月
２
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
ベ
ル

フ
ォ
ー
レ
で
配
布
す
る
「
聴
講
券
」

が
必
要
で
す
。

聴
講
券
配
布
時
間
／

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

※
毎
月
第
１
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

問　
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ　
☎
989

-

０
０
０
１

　
子
育
て
世
代
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
講
演
会
で
す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い
が
食
育
の
基
本
」を
テ
ー
マ
に
、子
ど
も
の
好
き
嫌
い
の
解
消
法

な
ど
を
楽
し
く
話
し
ま
す
。

■
講
師
紹
介

１
９
６
２
年
神
奈
川
県
横
浜
市

生
ま
れ
。
16
歳
か
ら
包
丁
を
握

り
、
大
学
卒
業
後
、
フ
ラ
ン
ス

料
理
や
イ
タ
リ
ア
料
理
の
修
行

を
し
、
料
理
学
校
の
西
洋
料
理

担
当
教
授
と
し
て
活
躍
し
た
経

歴
を
持
つ
。

料
理
の
作
り
方
を
歌
詞
に
し
て
、

歌
い
な
が
ら
料
理
を
す
る「
ク
ッ

キ
ン
グ
シ
ョ
ー
」
で
話
題
に
な

り
、
全
国
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
多
数
出
演
。
明
る
く
楽
し

い
語
り
口
で
独
自
の
料
理
世
界

を
展
開
し
、テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・

雑
誌
な
ど
で
幅
広
く
活
躍
中
。

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

持
ち
物
／

①
登
録
済
み
の
犬
の
場
合

　

�

注
射
案
内
ハ
ガ
キ
、
愛
犬
手
帳
、
注

射
料
（
３
４
０
０
円
）

②
新
規
登
録
の
犬
の
場
合

　

�

登
録
料
（
３
０
０
０
円
）
＋
注
射
料

（
３
４
０
０
円
）
＝
６
４
０
０
円

※�

鑑
札
と
注
射
済
票
を
犬
に
つ
け
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
駿
東
獣
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
、
各
地
区
を
巡
回
す
る
集
合
注
射
を
行
い
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
す
べ
て
の
飼
育
犬
に
年
１
回
の
接
種
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
必
ず
接
種
し
ま
し
ょ
う
。（
室
内
犬
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
な
お
、

集
合
注
射
は
混
み
合
う
た
め
、
動
物
病
院
で
の
個
別
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

集合注射日時 ところ

４
月
14
日
㈭

８：30～８：45 桃沢郷（渡邉さん宅前）
８：55～９：15 上長窪集出荷場

９：30～９：45 駿河平区公民館

９：55～10：15 南一色区公民館

10：25～10：40 納米里公会堂

10：50～11：05 下長窪出荷場

11：15～11：25 池田区民会館

11：35～12：00 上土狩作業所

13：10～13：25 役場・西側駐車場

13：35～13：55 中土狩第１公民館

14：05～14：30 ベルフォーレ

14：40～15：00 南部地区センター

15：10～15：30 本宿区公民館

集
合
注
射
が
受
け
ら
れ
な
い
犬
／

　
次
の
症
状
の
犬
は
集
合
注
射
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
動
物
病
院
で
診
療
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

□
当
日
、
具
合
が
悪
い

□�
１
カ
月
以
内
に
ほ
か
の
予
防
注
射
を

接
種
し
た

□�

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
具
合
が

悪
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る

□
妊
娠
、
ま
た
は
授
乳
中
で
あ
る

問　
く
ら
し
環
境
課　
☎
989

-

５
５
１
４
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お
知
ら
せ

i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

i

平
成
28
年
度

「
国
民
年
金
保
険
料
」
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

　
４
月
か
ら
平
成
29
年
３
月
ま
で
の「
国

民
年
金
保
険
料
」
は
、
月
額
１
万
６
２

６
０
円
で
す
。

※�

保
険
料
の
お
支
払
い
は
、
割
引
制
度

の
あ
る
口
座
振
替
や
前
納
支
払
い
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

お
支
払
い
方
法
は
沼
津
年
金
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
福
祉
保
険
課　
☎
989

-

５
５
１
３

　
沼
津
年
金
事
務
所　
☎
921

-

２
２
０
１

障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
左
記
に
該
当
さ
れ
る
方
を

対
象
に
タ
ク
シ
ー
利
用
券（
年
間
24
枚
）

を
発
行
し
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

対　
象
／

□
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
所
持
者

□�

身
体
障
害
者
手
帳
下
肢
機
能
障
害
３・

４
級
所
持
者

□
療
育
手
帳
Ａ
判
定
所
持
者

□�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２

級
所
持
者

※�

福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
さ
れ
て
い
る

方
や
軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。ま
た
、所
得
条
件
に
よ
り
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

助
成
額
／

　
小
型
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
運
賃
相
当
額

受
付
開
始
／
４
月
１
日
㈮
～

申
請
場
所
／
福
祉
保
険
課

持
ち
物
／
障
害
者
手
帳
、
認
め
印

問　
福
祉
保
険
課　
☎
989

-
５
５
１
２

は
か
り
の
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す

　
取
引
や
証
明
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
は

か
り
は
、
計
量
法
に
よ
り
２
年
に
１
度

の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
日
程
で
定
期
検
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

と　
き
／
４
月
25
日
㈪
、
26
日
㈫

　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
／
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象
と
な
る
は
か
り
／

■�

商
店
や
工
場
な
ど
で
取
引
に
使
う
は

か
り

■�

薬
局
な
ど
で
薬
剤
調
合
用
に
使
う
は

か
り

■�

荷
物
運
送
業
な
ど
で
荷
物
の
料
金
を

決
め
る
た
め
に
使
う
は
か
り

■�

農
業
や
漁
業
な
ど
の
生
産
者
が
、
生

産
物
な
ど
の
売
買
、
出
荷
な
ど
に
使

う
は
か
り

■�

学
校
や
病
院
な
ど
で
健
康
診
断
に
使

う
は
か
り

※�

対
象
の
は
か
り
を
所
有
す
る
方
に
は

ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。
通
知
が
届

か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
産
業
振
興
課　
☎
989

-

５
５
１
６

春
の
農
作
業
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
、
春

の
農
作
業
安
全
運
動
を
行
い
ま
す
。

　
全
国
の
農
作
業
中
の
死
亡
事
故
で
は
、

農
作
業
機
械
の
作
業
中
の
事
故
が
７
割

を
占
め
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
半
数
が
農

作
業
機
械
の
転
落
や
転
倒
に
よ
る
事
故

で
す
。
機
械
の
操
作
な
ど
に
は
十
分
注

意
し
、安
全
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

□�

安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
の
あ
る
ト

ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

□
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

□�

作
業
環
境
を
確
認
し
、
危
険
性
に
配

慮
し
ま
し
ょ
う
。

□
適
正
な
機
械
使
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問　
産
業
振
興
課　
☎
989

-

５
５
１
６

中
小
企
業
事
業
資
金

利
子
補
給
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
町
で
は
中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
お

よ
び
健
全
な
発
展
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
運
転
資
金
や
設
備
資
金
の
た

め
の
借
り
入
れ
の
際
、利
子
補
給
を
行
っ

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

融
資
限
度
額
／
７
０
０
万
円

融
資
利
率
／
年
１
・
０
％

融
資
対
象
資
金
／

　
運
転
お
よ
び
設
備
資
金

融
資
期
間
／
５
年
以
内

申
込
対
象
期
間
／

　
４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

申
込
資
格
／

　

�

町
内
で
事
業
開
始
後
３
カ
月
を
経
過

し
、
従
業
員
数
が
50
人
以
下
の
中
小

企
業
（
卸
・
小
売
業
お
よ
び
サ
ー
ビ

ス
業
は
20
人
以
下
）

※�

申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
産
業
振
興
課　
☎
989

-

５
５
１
６

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

�

町
の
下
水
道
接
続
率
は
年
々
上
が
っ

て
い
ま
す
が
、
一
部
で
は
ま
だ
接
続
さ

れ
て
い
な
い
家
屋
も
あ
り
ま
す
。

　
下
水
道
へ
接
続
す
る
こ
と
で
、
側
溝

や
水
路
の
臭
気
が
解
消
さ
れ
、
河
川
な

ど
の
環
境
保
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
接
続
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
下
水
道
の
接
続
工
事
は
町
排

水
設
備
指
定
工
事
店
が
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
上
下
水
道
課
で
確
認
で
き
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
上
下
水
道
課　
☎
989

-

５
５
２
４

情報ステーション
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「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
運
転
者
も
歩

行
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間
／
４
月
６
日
㈬
～
15
日
㈮

ス
ロ
ー
ガ
ン
／

　
安
全
を　
つ
な
げ
て
広
げ
て

　
事
故
ゼ
ロ
へ

運�

動
の
基
本
／
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止

運
動
の
重
点
／

■
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

■�

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

■
飲
酒
運
転
の
根
絶

■�

通
学
路
に
お
け
る
子
ど
も
の
安
全
の

確
保

問　
地
域
防
災
課　
☎
989

-

５
５
０
５

「
し
ず
お
か
子
育
て
優
待
カ
ー
ド
」

が
全
国
で
利
用
で
き
ま
す

　
子
育
て
家
庭
を
地
域
や
企
業
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
応
援
す
る
た
め
「
し

ず
お
か
子
育
て
優
待
カ
ー
ド
」
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
全
国
の
子
育
て
支
援

パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
の
協
賛
店
舗
で
「
し

ず
お
か
子
育
て
優
待
カ
ー
ド
」
を
提
示

す
る
と
、
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
同

伴
し
た
保
護
者
ま
た
は
妊
娠
中
の
方
が
、

店
舗
ご
と
に
用
意
さ
れ
た
応
援
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
協
賛
店
舗
・
施
設
に
は
、
全
国
共
通

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

協
賛
店
舗
や
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、

県
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

配�

布
場
所
／
こ
ど
も
育
成
課
、
住
民
窓

口
課
、健
康
増
進
課
、南
部
地
区
セ
ン

タ
ー
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み
、

各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

問　
こ
ど
も
育
成
課　
☎
989

-

５
５
２
８

長
泉
町
医
師
ク
ラ
ブ
の

「
医
師
に
よ
る
無
料
の
健
康
相
談
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
子
ど
も
の
様
子
や
、
発
育
・
発
達
に

つ
い
て
気
に
な
る
方
、
そ
の
ほ
か
、
体

調
の
こ
と
で
医
師
に
相
談
し
て
み
た
い

方
な
ど
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
４
月
の
相
談

と　
き
／
４
月
26
日
㈫
午
後
１
時
～
２
時

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

担
当
医
／
渕
上
佐
智
子
医
師

　
（
西
村
医
院
、
小
児
科
専
門
医
）

対�　
象
／
町
内
在
住
で
今
ま
で
に
西
村

医
院
を
受
診
し
た
こ
と
が
な
い
方

定　
員
／
３
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間
／
４
月
５
日
㈫
～
22
日
㈮

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

平
成
28
年
度

家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
が

で
き
ま
し
た

「
家
庭
ご
み

収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」は
、自

治
会
を
通
じ

て
広
報
な
が

い
ず
み
３
月
15
日
号
と
同
時
配
布
し
ま

し
た
。
ま
た
、
役
場
１
階
や
南
部
地
区

セ
ン
タ
ー
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
正
し
い
ご
み
の
分
別
の
た
め
、「
第

４
版
・
ご
み
の
出
し
方
便
利
帳
」
と
一

緒
に
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、「
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

と
「
ご
み
の
出
し
方
便
利
帳
」
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問　
焼
却
場　
☎
986

-

８
３
９
３

妊
娠
・
出
産
な
ど
に
関
す
る

各
種
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
助
産
師
や
保
健
師
が
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
不
妊
・
不
育
専
門
相
談

と　
き
／

・�

電
話
相
談　
毎
週
火
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

・�

面
接
相
談　
第
２
・
４
金
曜
日

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
／
静
岡
市
内

※�

面
接
相
談
は
定
員
４
人
（
先
着
順
）

で
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

予
約
時
に
会
場
な
ど
の
詳
細
を
お
伝

え
し
ま
す
。

相
談
・
予
約
電
話
／
☎
991

-

２
０
０
６

■
思
春
期
健
康
相
談
室

　
「
ピ
ア
ー
ズ
ポ
ケ
ッ
ト
」

　
恋
愛
や
友
人
関
係
、
性
に
関
す
る
こ

と
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
～
５
時

　
毎
週
土
・
日
曜
日

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
電
話
／
☎
952

-

７
５
３
０

相
談
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／

　

shishunki@
poem

.ocn.ne.jp

■
し
ず
お
か
妊
娠
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　
望
ま
な
い
妊
娠
に
よ
り
悩
み
を
抱
え

て
い
る
方
な
ど
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
毎
週
水
・
土
曜
日

　
午
後
１
時
～
５
時

相
談
電
話
／
☎
941

-

５
０
０
６

相
談
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／

　

info@
s-ninshin-sos.jp

問　
県
健
康
福
祉
部

　
☎
054

-

221

-

３
７
５
９

▲全国共通ロゴマーク
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エ
イ
ズ
・
梅
毒
・

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
無
料
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す

　
エ
イ
ズ
予
防
や
肝
炎
対
策
の
た
め
、

東
部
保
健
所
で
は
無
料
で
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
エ
イ
ズ
・
梅
毒
・
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
は
週
１
回
行
っ
て
い
ま

す
。
検
査
は
匿
名
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
／
東
部
保
健
所

　
（
沼
津
市
高
島
本
町
１

-

３
）

※�

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

実
施
日
時
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
東
部
保
健
所　
☎
920

-

２
１
０
９

募
集

w
a
n
t
e
d

初
心
者
向
け

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
主
催
す
る
、

初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。
お
気
軽
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
５
月
13
日
㈮
～
６
月
24
日
㈮

　
毎
週
金
曜
日
（
全
７
回
）

　
午
後
７
時
30
分
～
８
時
45
分

と
こ
ろ
／
町
民
体
育
館
（
北
中
）

※�

６
月
10
日
㈮
は
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い

ず
み
で
行
い
ま
す
。

定　
員
／
30
人
程
度

参
加
費
（
１
人
）
／
７
０
０
円

※�

親
子
で
参
加
す
る
場
合
は
お
子
さ
ん

の
参
加
費
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

　
（
小
・
中
学
生
に
限
る
）

※
初
日
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

持�

ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど

※�

ラ
ケ
ッ
ト
・
シ
ャ
ト
ル
は
主
催
者
が

用
意
し
ま
す
。

申
込
期
限
／
４
月
28
日
㈭

申
込
場
所
／
健
康
増
進
課

受
付
時
間
／

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

　
（
４
月
18
日
㈪
は
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

問　
健
康
増
進
課　
☎
989

-

５
５
１
０

「
絵
画
の
日
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
絵
画
の
日
は
毎
月
１
回
、
日
本
画
、

水
彩
画
、
デ
ッ
サ
ン
な
ど
、
参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
が
好
き
な
絵
画
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
日
で
す
（
油
絵
を
除
く
）。

と　
き
／
４
月
20
日
㈬
、５
月
11
日
㈬
、

　
６
月
８
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ
／
桃
沢
工
芸
村

講　
師
／
坂
本
武
典
さ
ん
（
日
本
画
家
）

対　
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

定　
員
／
各
回
18
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
各
回
５
０
０
円

※�

当
日
ご
用
意
く
だ
さ
い
。（
お
つ
り
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
）

持�

ち
物
／
メ
モ
帳
、雑
巾
、描
き
た
い
も

の
（
花
、野
菜
な
ど
自
由
。写
真
可
）

※�

画
材
（
絵
の
具
、
筆
な
ど
）
を
お
持

ち
の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
／
４
月
10
日
㈰
～

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
生
涯
学
習
課　
☎
986

-

２
２
８
９

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー・し
お
り
作
り
体
験

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
図
書
館
の
本
に
は
汚
れ
な
い
よ
う
に

透
明
な
保
護
フ
ィ
ル
ム
が
貼
っ
て
あ
り

ま
す
。
同
じ
よ
う
に
自
分
の
本
に
フ
ィ

ル
ム
を
貼
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
し
お
り
作
り

も
体
験
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
４
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰

　
午
前
の
部　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ
／
町
民
図
書
館

対　
象
／
小
学
４
～
６
年
生

定　
員
／
各
回
６
人

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
／
無
料

持
ち
物
／
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
本
１
冊

　
（
教
科
書
、
漫
画
は
除
く
）

申
込
期
限
／
４
月
14
日
㈭

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
町
民
図
書
館　
☎
988

-

７
８
０
１

「
ワ
ン
デ
イ
桃
沢
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
う
ど
ん
を
打
っ
て
、味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

と　
き
／
５
月
８
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ
／
桃
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

内　
容
／
う
ど
ん
作
り
、
試
食

対�　
象
／
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ

の
家
族
（
５
人
ま
で
）

定　
員
／
７
組
（
先
着
順
）

参
加
費
（
１
人
）
／
５
０
０
円

※
当
日
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
／
４
月
８
日
㈮
～
17
日
㈰

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
桃
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　
☎
987

-

５
１
０
０

リ
フ
ォ
ー
ム
・
洋
裁
事
業
の

作
業
員
を
募
集
し
ま
す

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
リ

フ
ォ
ー
ム
・
洋
裁
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
経
験
と
技
術
を
生
か
し
て
一
緒
に

作
業
を
し
ま
せ
ん
か
。

対�　
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
方

定　
員
／
３
人

年
会
費
／
２
５
０
０
円

報�　
酬
／
自
分
が
製
作
し
た
物
が
売
れ
た

金
額
か
ら
事
務
所
経
費
を
引
い
た
金
額

問　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
988

-

２
６
７
０
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長
泉
町
国
際
交
流
協
会
主
催

「
語
学
講
座
」（
全
10
回
）

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

■
英
会
話
（
初
級
コ
ー
ス
）

と�　
き
／
５
月
10
日
㈫
～
７
月
12
日
㈫

の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
～
９
時

内�　
容
／
中
学
校
１
年
生
か
ら
高
校
１

年
生
程
度
の
英
会
話

■
英
会
話
（
実
践
コ
ー
ス
）

と�　
き
／
５
月
11
日
㈬
～
７
月
13
日
㈬

の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分
～
９
時

内　
容
／
英
検
２
級
程
度
の
英
会
話

■
共
通
事
項

と
こ
ろ
／
福
祉
会
館

講　
師
／
未
定

対　
象
／
中
学
生
以
上
の
方

定　
員
／
各
25
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
３
０
０
０
円
（
全
10
回
分
）

※
初
日
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※�

国
際
交
流
協
会
会
員
で
な
い
方
は
、

講
座
初
日
に
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
年
度
会
費
２
０
０
０
円
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
国
際
交
流
協
会
（
行
政
課
内
）

　
☎
989

-

５
５
０
０

将
来
の
自
衛
隊
を
担
う

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
を
募
集
し
ま
す

　
将
来
の
自
衛
隊
幹
部
自
衛
官
（
パ
イ

ロ
ッ
ト
要
員
を
含
む
）
と
し
て
養
成
さ

れ
る
「
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
」
を
募
集

し
ま
す
。

試
験
日
／
５
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰

　
（
15
日
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
の
み
）

対　
象
／

■
大
学
卒
業
程
度

　

�

20
歳
以
上
26
歳
未
満
で
大
学
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す
る
方

※�

22
歳
未
満
は
大
卒
（
見
込
み
含
む
）

で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

■
大
学
院
卒
業
程
度

　

�

20
歳
以
上
28
歳
未
満
で
、
平
成
29
年

４
月
１
日
現
在
、
大
学
院
修
士
課
程

修
了
者
（
見
込
み
含
む
）

申
込
期
限
／
５
月
６
日
㈮

※�
そ
の
ほ
か
、
歯
科
、
薬
剤
科
の
募
集

を
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
三
島
募
集
案
内
所

　
☎
989

-

９
１
１
１

催
し

e
v

e
n

t
s

ラ
ジ
オ
体
操
で
み
ん
な
元
気
に
！

「
ラ
ジ
オ
体
操
の
日
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
毎
月
第
３
土
曜
日
に
ラ
ジ
オ
体
操
を

行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
毎
月
第
３
土
曜
日（
雨
天
中
止
）

　
午
前
６
時
30
分
～
45
分

集
合
時
間
／
午
前
６
時
20
分

　
（
開
場
は
午
前
６
時
15
分
）

と
こ
ろ
／
長
泉
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
竹
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費
／
無
料

持
ち
物
／
タ
オ
ル
・
飲
み
物

※�

直
接
、
都
合
が
良
い
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※�

各
会
場
と
も
に
駐
車
台
数
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
徒
歩
、
自
転
車
で
の
来

場
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※�

「
ラ
ジ
オ
体
操
の
日
」
は
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
事
業
で
す
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
忘
れ
ず

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
989

-

５
５
１
０

「
東
駿
河
湾
広
域
都
市
計
画
」
の

区
域
区
分
の
変
更
な
ど
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
東
駿
河
湾
広
域
都
市
計
画
区
域
の
、

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
に
区

分
す
る
都
市
計
画
の
変
更
と
、
そ
れ
に

伴
う
用
途
地
域
・
地
区
計
画
に
関
す
る

都
市
計
画
の
変
更
・
決
定
に
つ
い
て
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

※�

静
岡
県
医
療
健
康
産
業
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
進
む
な
か
、「
県

立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
周
辺
地
区
」

を
市
街
化
区
域
に
編
入
し
、
医
療
健

康
関
連
産
業
の
集
積
地
と
し
て
、
新

た
な
土
地
利
用
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

と　
き
／

①
４
月
24
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

②
４
月
25
日
㈪
午
後
７
時
～
８
時

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

※
各
回
と
も
説
明
内
容
は
同
じ
で
す
。

　
都
合
の
良
い
日
程
に
、
直
接
会
場
に

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
建
設
計
画
課　
☎
989

-

５
５
２
０

掲
示
板

b
u
l
l
e
t
i
n
 
b
o
a
r
d

風
の
コ
ン
サ
ー
ト
v
o
l
・
３

「
新
生
」
を
開
催
し
ま
す

　
芹
沢
光
治
良
生
誕
１
２
０
周
年
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き
／
５
月
４
日
㈷

第
１
部　
午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

第
２
部　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

と
こ
ろ
／
沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館

　
（
沼
津
市
我
入
道
蔓
陀
ヶ
原
５
１
７-

１
）

内　
容
／

　

�

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
、
古
楽
器
、
フ

ル
ー
ト
、
リ
コ
ー
ダ
ー
、
オ
カ
リ
ナ

の
コ
ン
サ
ー
ト

入
場
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
田
中
さ
ん　
☎
988

-

０
２
６
４
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世
界
の
高
校
生
を

家
庭
に
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
国
際
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
が
よ
り

よ
い
異
文
化
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
３
カ
月
、６
カ
月
ま
た
は
10
カ
月
間
、

留
学
生
を
家
族
の
一
員
と
し
て
受
け
入

れ
、
食
事
と
生
活
ス
ペ
ー
ス
を
無
償
で

提
供
し
て
く
だ
さ
る
家
庭
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
栗
原
さ
ん　
☎
981

-

６
４
５
０

国
際
交
流
「
土
曜
サ
ロ
ン
」

会
員
を
募
集
し
ま
す

　
外
国
の
方
と
友
達
に
な
り
た
い
方
や

話
を
聞
い
て
み
た
い
方
、
会
員
に
な
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き
／
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

　
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ
／
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ

内�　
容
／
外
国
人
ゲ
ス
ト
の
話
（
第
１

土
曜
日
）、
外
国
人
講
師
に
よ
る
英

会
話
レ
ッ
ス
ン
（
第
３
土
曜
日
）

年
会
費
／
４
０
０
０
円

　
（
講
師
料
、
お
茶
代
を
含
む
）

※�

英
会
話
レ
ッ
ス
ン
は
会
員
以
外
の
方

も
１
回
５
０
０
円
で
参
加
で
き
ま
す
。

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
吉
川
さ
ん　
☎
986

-

４
６
６
４

高
速
バ
ス
の
時
刻
表
を
改
正
し
ま
す

　
新
宿
南
口
へ
の
交
通
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
新
設
に
伴
い
、４
月
４
日
㈪
か
ら
、

南
一
色
や
沼
津
駅
と
首
都
圏
を
結
ぶ
高

速
バ
ス
の
時
刻
表
を
改
正
し
ま
す
。

改
正
内
容
／

・�

全
便
が
足
柄
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
10

分
間
の
休
憩

・�

上
り
便
・
下
り
便
の
出
発
・
到
着
時

間
の
一
部
変
更　
な
ど

※�

運
行
時
刻
な
ど
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
富
士
急
シ
テ
ィ
バ
ス
㈱

　
☎
921

-

９
４
１
１

　
HPhttp://www.fujikyu.co.jp/citybus/

ク
レ
マ
チ
ス
の
丘
で

新
た
な
企
画
展
を
開
催
し
ま
す

　
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト「
キ
ギ
」

（
植
原
亮
輔
さ
ん
、
渡
邉
良
重
さ
ん
）

の
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
期
間
中
は
、

ク
レ
マ
チ
ス
の
丘
内
の
店
舗
な
ど
で
も

サ
テ
ラ
イ
ト
展
示
を
行
い
ま
す
。

と　
き
／

　
４
月
２
日
㈯
～
７
月
３
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　

�（
水
曜
日
休
館
、
５
月
４
日
は
開
館
）

と
こ
ろ
／
ヴ
ァ
ン
ジ
彫
刻
庭
園
美
術
館

内�　
容
／
「
キ
ギ
」
の
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

作
品
の
展
示

※�

４
月
２
日
㈯
は
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
と

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
料
／
一
般
１
２
０
０
円

　

�（
ヴ
ァ
ン
ジ
彫
刻
庭
園
美
術
館
の
入

館
料
を
含
む
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�　
ク
レ
マ
チ
ス
の
丘
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
☎
989-

８
７
８
７

　
HPhttp://w

w
w
.vangi-m

useum
.jp

長
泉
地
区
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

新
年
度
団
員
を
募
集
し
ま
す

　
体
験
を
通
し
て
、
自
分
で
考
え
行
動

で
き
る
力
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

対　
象
／
６
歳
～
成
人
の
女
性
の
方

内�　
容
／
年
代
別
に
環
境
問
題
・
国
際

問
題
な
ど
の
自
己
学
習
、
体
験
学
習

（
夏
季
キ
ャ
ン
プ
、冬
季
訓
練
）な
ど

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
伏
見
さ
ん　
☎
986

-

８
５
５
４

書
画
や
写
真
な
ど
の

展
示
会
を
開
催
し
ま
す

と　
き
／
４
月
27
日
㈬
～
５
月
１
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
１
日
㈰
は
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

と
こ
ろ
／
三
島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
三
島
市
大
宮
町
１

-

８

-

38
）

内　
容
／
書
・
書
画
、
富
士
山
な
ど
の

　
風
景
写
真
の
展
示

入
場
料
／
無
料

問　
平
原
さ
ん　
☎
971

-

９
４
０
３

フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
カ
ラ
テ

会
員
を
募
集
し
ま
す

　
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
の
解
消
、
体
力

の
維
持
・
向
上
を
目
的
に
稽
古
を
し
て

い
ま
す
。

と　
き
／
毎
週
土
曜
日

　
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ
／
南
部
地
区
セ
ン
タ
ー

対　
象
／
35
歳
以
上
の
方

※
親
子
で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

月
会
費
／
１
０
０
０
円

※�

見
学・体
験
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
斎
藤
さ
ん

　
☎
090

-

３
３
８
７

-

７
５
４
０

　
HPhttp://surugakarate.jimdo.com/

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ビ
ギ
ナ
ー
教
室

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
は
音
楽
に
乗
っ
て

８
人
が
手
を
と
り
あ
っ
て
踊
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ダ
ン
ス
で
す
。

　
４
月
か
ら
ビ
ギ
ナ
ー
教
室
を
始
め
ま

す
。
ど
な
た
で
も
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

と　
き
／
毎
週
金
曜
日

　
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ
／
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ

※�

随
時
見
学
・
体
験
が
で
き
ま
す
。
直

接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
武
田
さ
ん　
☎
986

-

４
２
２
４

●掲示板に掲載を希望される方は、次のことにご注意ください●
①原稿には「とき、ところ、内容、対象、定員、参加費、申込期限、問い合わせ先、電話番号」を記載してください。②開催日、申込期限は、
広報発行日の10日以降に設定してください。③掲載は町内で無料で開催されるものを優先させていただきます。④情報は紙面の都合上、内容の
省略および掲載できない場合があります。⑤原稿の提出期限は掲載を希望する広報発行日の１カ月前とさせていただきます。

４
月
１
日
号
で
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
募
集
」
の
お
知
ら
せ
を
す
る
た
め
、
２
月
15
日
号
か
ら
５
月
15
日
号
の
掲
示
板

で
は
、
子
ど
も
（
高
校
生
以
下
）
の
み
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
会
員
募
集
記
事
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
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　２月19日㈮にエンゼル幼稚園で幼年消防クラブ
の修了式が行われ、クラブ員として防火活動を行っ
てきた年長園児に修了証が手渡されました。また、
年長園児から年中園児に法被や旗が引き継がれ、
クラブの新しいリーダーが誕生しました。園児た
ちは「火遊びはしません！」と声をそろえて誓い
を新たにしました。

年間の任務完了！
幼年消防クラブ修了式３

　社会福祉施設の利用者の健康増進を目的として、
毎年、東静岡ヤクルト販売㈱から町内の社会福祉
施設５施設にヤクルトが寄贈されています。
　今年も計1,780本が寄贈され、２月22日㈪にヤ
クルトレディの皆さんが役場を訪れ、「施設の利
用者の健康維持に役立ててください」と町長に目
録を手渡しました。

クルトで健康維持を！
社会福祉施設に寄贈ヤ

　石井龍二カップ争奪戦第31回サッカーフェスティ
バル長泉が、２月28日㈰と３月６日㈰に竹原グラ
ウンドで開催されました。小学生女子チーム、小学
生男子チーム、中学生チームがそれぞれ熱戦を繰
り広げました。大会を主催した町サッカー協会の
稲垣会長は「この大会が、サッカーを頑張る子ども
たちの励みになってほしい」と話してくれました。

ッカーフェスティバル長泉
熱戦が繰り広げられましたサ

　２月にアメリカで開催された「NDA　All-Star�
National�Championship」の子ども部門で、チア
ダンスチームのC★STAR（富士市）が優勝しまし
た。メンバーとして出場した長泉小と北小に通う
４人が３月８日㈫に町長に結果を報告し「アメリ
カ大会に出場した経験を生かし、大好きなチアダン
スに今後も取り組みたい」と話してくれました。

アダンスのアメリカ大会で
チャンピオンに輝きました！チ
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　３月17日㈭、19日㈯に町立保育園・幼稚園で平
成27年度の卒園式が行われました。
　長泉幼稚園では、25人の園児が卒園し、園長先
生から修了証書を受け取りました。
　式では、歌や幼稚園の思い出、これまで育てて
くれた保護者への感謝の言葉を発表し、成長した
姿を見せてくれました。

　鳥獣被害対策に関する勉強会が３月16日㈬に上
長窪公民館で行われました。約30人の地域の方が
参加し、集落ぐるみの取り組みの必要性とその具
体的な手法を学びました。
　参加者は「鳥獣対策は一朝一夕に解決できるも
のではなく、地域全体で徹底的に取り組んでいく
ことが重要であると感じた」と話してくれました。

月から小学生！
町立保育園・幼稚園で卒園式４

落ぐるみで取り組む
鳥獣被害対策勉強会開催集

　３月17日㈭に裾野市と合同で「みんなで子育て
するまちシンポジウム」を開催しました。NPO
法人ファザーリング・ジャパン代表理事の安藤哲
也さんや産婦人科医の宋美玄さんによる講演や、
パネルディスカッションが行われました。また、
町長と裾野市長らにより、部下の子育てと仕事の
両立を配慮する「イクボス宣言」がされました。

　都市計画道路「池田柊線」と「三島駅北口線」の
一部の区間（約1.6㎞）が３月20日㈰に開通し、県
道沼津小山線（旧国道246号）から三島駅までがつ
ながりました。開通記念イベントでは、遠藤町長
や三島市長によるテープカット、知徳高校チアリー
ダー部などによるパフォーマンスが催され、沿道
に集まった地域の方と一緒に開通を祝いました。

育てに優しい地域づくりへ
シンポジウム開催子

池田柊線・三島駅北口線
が開通しました祝
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姉 妹 都 市 通 信 !Hello青木村から長野県長野県

レシピ紹介 学 校 給 食からBonjour!Bonjour!レシピ紹介 学 校 給 食からBonjour!Bonjour!
問い合わせ　給食センター　☎986-9033

問い合わせ　青木村役場・総務企画課　☎0268-49-0111

エネルギー タンパク質 脂　質 塩　分
117kcal 8.9g 6.2g 1.5g

一番人気のポークカレー

材料（小学３年生４人分）

豚肉�� �100g
じゃがいも�� �150g
たまねぎ�� �140g
にんじん�� �60g
ひらたけ�� �20g
さやいんげん�� �12g
ローストオニオン�� �８g
チーズ�� �12g
しょうが�� �２g
にんにく�� �２g

赤ワイン�� �小1／2
こめ油�� �小1／2
すりおろしりんご�� �20g
カレールウ�� �５g
ウスターソース�� �大１
トマトケチャップ�� �小２
ブイヨン�� �適量
食塩�� �適量
こしょう�� �適量
水�� �200g

作り方

①�じゃがいもとにんじんは乱切り、たまねぎは薄切
りにします。さやいんげんは筋を取り約３cmに切っ
て下ゆでし、しょうがとにんにくはすりおろす。

②�こめ油を熱して、しょうがとにんにくを入れ、豚
肉を赤ワインと一緒に炒めます。たまねぎ、にん
じん、ローストオニオン、じゃがいもの順番で炒
め、ブイヨンと水で煮込み、ひらたけを加える。

③�すりおろしりんご、ウスターソース、トマトケチャッ
プ、食塩、こしょう、カレールウ、さやいんげん、
チーズを入れてさらに煮込む。

※�大量調理用のレシピのため調味料はお好みで調整
してください。

「給食」ではなく「学校給食」！
　今年も町立小学校には、多くの１年生が入学しま
す。今月から、学校教育の一環として子どもたちの
学校生活に欠かせない「学校給食」を紹介するコー
ナーを連載します。このコーナーでは、学校給食の
役割や特色のほか、人気のある献立などを掲載して
いきます。第１回目は、１番人気のポークカレーの
レシピを紹介します。
　子どもたちは、学校給食を食べて健康な体の基礎
をつくり、食の知識、食事のマナー、食文化などを
学びます。また、多くの友達や先生たちとの会食で、
明るい社交性や協同の精神を養うことができます。

真田幸村公の縁の茶釜を特別展示中！
　真田幸村（信繁）公の茶席に用いられたと伝わる
茶釜「芦屋釜」が、青木村の大法寺に保管されてい
ます。現在人気を集めている大河ドラマ「真田丸」が
放映されている今年は、特別に青木村郷土美術館で
展示をしています。幸村公の縁の品をぜひ、青木村
まで足を運んでご覧になってはいかがでしょうか。
【青木村郷土美術館】
入場料／大人200円、小中学生100円
休館日／月曜日、祝祭日の翌日
営業時間／９：00～16：30 ▲展示されている芦屋釜と木札
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協力医が変更される場合がありますので
事前に電話で確認してください。
救急協力医テレホンサービス
☎055－983－0115

沼津夜間救急医療センター
☎ 055－926－8699
沼津市日の出町1－15

三島メディカルセンター
☎ 055－972－0711
三島市南本町4－31

外科・内科・小児科 外科・内科・小児科

　　　　　平　日　20：30～翌朝７：00
土、日、祝・休日　18：00～翌朝７：00

　　　平　日　18：00～22：00
　　　土曜日　14：00～21：00
日、祝・休日　９：00～21：00

月16日〜30日

救急協力医4

耳鼻科
８：00～17：00

17日
㈰

サイラクリニック
（935）1133　沼津市市場町

24日
㈰

三島中央病院
（971）4133　三島市緑町

29日
㈷

里和耳鼻咽喉科
0545（23）1133　富士市伝法

眼　科
８：00～17：00

17日
㈰

木村眼科
（967）4611　沼津市原

24日
㈰

静岡医療センター
（975）2000　清水町長沢

29日
㈷

中ノ森眼科
（921）3217　沼津市緑ケ丘

産婦人科
８：00～17：00

17日
㈰

聖隷沼津
（952）1000　沼津市松下

24日
㈰

安達産婦人科
（976）0341　三島市寿町

29日
㈷

前川産婦人科
（999）0300　長泉町下長窪

歯　科
９：00～15：00

17日
㈰

米山歯科医院
（988）8211　長泉町南一色

24日
㈰

牧野歯科医院
（988）1184　長泉町下長窪

29日
㈷

せき歯科クリニック
（981）2633　清水町的場

平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

外　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

内　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

小児科

16日㈯ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 望星第一クリニック�（922）0222� 沼津市柳町 大橋内科・小児科�（992）2800� 裾野市佐野

17日㈰ こんどうクリニック�（925）2420� 沼津市岡宮
山本整形外科・循環器科�（989）8111� 長泉町南一色

今井医院� （921）3211� 沼津市五月町
薬袋クリニック�（933）0148� 清水町徳倉
清水館医院� （993）2323� 裾野市茶畑

りゅうじん医院�（988）3133� 長泉町下土狩

18日㈪ 五十嵐クリニック�（934）6700� 沼津市志下 村岡クリニック�（954）2000� 沼津市大岡 さくま小児科� （992）6303� 裾野市茶畑

19日㈫ 田中クリニック�（992）1881� 裾野市伊豆島田 小林（今沢）医院�（966）7700� 沼津市今沢 田中医院� （921）2053� 沼津市高島町

20日㈬ おおしろクリニック�（976）0027� 清水町堂庭 望月医院� （931）5362� 沼津市下香貫宮脇 大橋内科・小児科�（992）2800� 裾野市佐野

21日㈭ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 清流クリニック�（941）8688� 清水町堂庭 西村医院� （971）6510� 長泉町下土狩

22日㈮ 関外科� （921）2185� 沼津市花園町 杉山（和）医院� （972）3223� 清水町伏見 まるやま小児科�（981）8577� 清水町堂庭

23日㈯ 聖隷沼津� （952）1000� 沼津市松下 ひがしおかクリニック�（941）8269� 清水町柿田 よざ小児科� （967）5722� 沼津市原

24日㈰ 東医院� （921）5520� 沼津市高沢町
遠藤クリニック�（975）8801� 清水町久米田

田沢医院� （962）1205� 沼津市大手町
きくちクリニック�（989）5788� 長泉町桜堤
大橋内科・小児科�（992）2800� 裾野市佐野

さくま小児科� （992）6303� 裾野市茶畑

25日㈪ 田沢医院� （962）1205� 沼津市大手町 髙遠クリニック�（926）8739� 沼津市東椎路 杉谷小児科� （923）6543� 沼津市筒井町

26日㈫ ふじわらクリニック�（924）8777� 沼津市寿町 柿田川医院� （973）3601� 清水町柿田 すずきファミリー�（960）0333� 沼津市一本松

27日㈬ 酒井医院� （966）1755� 沼津市今沢 境医院� （975）8021� 長泉町竹原 西村医院� （971）6510� 長泉町下土狩

28日㈭ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 すずきファミリー�（960）0333� 沼津市一本松

29日㈷ 駿東整形� （922）8855� 沼津市高沢町
白石医院� （951）4593� 沼津市市道町

稲玉クリニック�（991）5111� 清水町伏見
あそうクリニック�（929）7575� 沼津市筒井町
高桑医院� （997）0486� 裾野市岩波

よざ小児科� （967）5722� 沼津市原

30日㈯ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 沼津リハビリテーション�（931）1911� 沼津市上香貫蔓陀ケ原 杉谷小児科� （923）6543� 沼津市筒井町

※４月３日㈰の産婦人科は静岡医療センターから「前川産婦人科（999）0300　長泉町下長窪」に変更になりました。
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